
平成２５年６月１６日（日）
主催　社協八木山連合支部
於　　つつじが丘ふれあいセンター
福祉のまちづくり講演会「ささえあいのまち可児市若葉台」
（要旨）

【地域活動概況】～若葉台自治会長 川添氏による説明
1． 可児市帷子地区には、団地自治会が７つ、昔からの集落の自治会が６つの合計１３自治会から構成されている。
その一つが若葉台団地で、最初に開発された団地という事もあり、現在の住民は１３００世帯・
３３００人で高齢化率は３９.４％にもなる。（帷子全体では３１％）
社会福祉協議会と一緒に考え、実践していくのも一つの方法だが、他の団地と協働するにしては
待っていられない状況下にあった。
たまたま民生児童委員協議会の可児市代表代行を務められた方が居り、その方を中心に若葉台の

高齢化にどのように対応していくのかについて検討を始めました。
２．まず老人会、女性会、子ども見守り隊、民生委員などの地域の団体等の代表者に集ってもらい、今後の高齢社会と自分たちの住環境について検討、意見交換をした。
このことにたっぷりと時間をかけて、１年かけて話し合いを実施した。
皆の思いとしてはますます深刻になる高齢化に向けて何らかの対策をすべきということで異論がなかったが新たな試みをする場合にはいざこざが出てくるし、蔭口を言う人も当然ある。
ゆえに皆さんを引き込むために、２３年度の総会で「高齢福祉連合会」を立ち上げた。
３．「高齢福祉連合会」が立ち上がると、可児市とまちづくり協議会の協定を結んだ。たまたま
岐阜県が高齢化対策のモデル事業（地域の絆づくり重点推進モデル事業）を実施することを知り、対象にならないか打診した。県の職員に当自治会まで来てもらい説明などをする中で、当初
県としては一つの自治会レベルでの取り組みではなく、もう少し大きい学校区単位でモデル
事業を実施したいと考えていたが、ねばり強く説得して承認していただいた。
【県政ホットニュース】～録画ビデオにて紹介
1． 岐阜県提供のテレビ番組「県政ホットニュース」を観る。
地域の絆づくり重点推進モデル事業を紹介。

「若葉台の無料送迎サービス」が買い物、通院の頼れる足として住民に役立っている内容や

地域支えあいセンターを設置し、拠点となって３つの事業を展開している内容。
２．モデル地区の３つの事業展開を紹介
①絆コーディネーター養成事業
社会的に孤立し地域で支援が必要な人に対し、専門機関と連携しながら必要な福祉・医療・

生活支援サービスなどと結びつける人材の育成。
養成講座で、支援を拒む人への対応方法など具体的事例形式で支援方法などを学ぶ。

②地域いきいきサポート事業
防災、防犯について地域住民に学んでもらう機会をもつ事業
③コミュニティーライフサポーター派遣事業
新たな地域活動の担い手を発掘・育成するために、例えば企業に出向いて、防災や福祉に

ついて聞き手に何ができるだろうかと考えてもらうことをメインに専門家を派遣する事業
2． 若葉台の取組みとして
若葉台支援センターに８０名がボランティア登録。男女は半々くらい。
坂道が多く、買い物をしても持って坂を上がるのが大変。
あるボランティアの方の話では「私の故郷では地域の皆さんに父と母が大変お世話なっている。
その感謝の気持ちをお返しするために、今住んでいるこの地域で実践できたらという思いで
活動している。」と。
【活動の様子】～高齢福祉連合会事務局の錦織氏が説明
１．活動の２本の柱は、ふれあい事業と自立支援事業の２つである。
２．アッシー君事業について
若葉台団地は高低差が２５メートルあり、買い物の帰りが大変で坂道を登らなくてはならない。
県のモデル事業の助成金を活用して８人乗りの自動車を購入した。
これを活用し団地内に２つのコース（各６停留所）を設置。運転手は15名、添乗員１６名を確保。
10：00～12：00の３０分間隔で４便を運行。　日曜・祭日を除く毎日運行。
利用者は登録制度により、無料チケットを配布。利用者117名で平均年齢は78歳である。
昨年発足以来125日運行し、1326名が利用。10.6人/日という計算になる。
本年度からはガソリン代（１６千円/月）等を募金、資源回収と後ほど述べるふれあい市場の
売上金で運行する。なお、保険や自動車税は自治会負担で実施している。
3． 若葉３０２ウォーキングについて
３０分のウォーキングを毎週２回実施。８９回実施し、延べ2,835名（３２名/回）の参加。
民生委員からは戸別訪問しなくてもお年寄りの状況を知ることができ助かると好評である。
4． いきいき若葉について
介護予防の取組みとして包括支援センターの全面協力で、社会福祉法人・病院・葬儀社・音楽
療養士・ヨガの先生などなどで認知症予防講座による学習事業に取組む。
昨年は毎月１回で１２回開催し296名が参加。
5． 和みの会
１人暮らし高齢者の方を対象に、食改協で学んだ食事を提供し会食。食事の前に体操、懐かしい
曲を歌い、じゃんけん大会、福祉ミニ講座を聞くなどする。
４００円/回を自己負担。１０回実施。３４４名（３４.４名/回）参加。
６．里山若葉クラブ高齢者バーベキュー会
里山ボランティアクラブ（会員70名）を中心にバーベキュー会（600円/人）を２回/年実施。
７．ふれあい市場
老人会（会員８０名）では集会所や７公園の清掃等のボランティア活動のほか、ゲートボールや

カラオケなどを実施しているが、家庭菜園をしている方から野菜を提供してもらい、野菜の
低額販売をしている。昨年２回実施、大変好評で３０分で売り切れる。
この売上金をアッシー君事業のガソリン代に利用している。
８．ふれあい旅行会
絆を深めるために町名単位の自治会で、市のバスを借りて旅行会を実施。

４回実施し５０名/１回　600円の自己負担。
９．ダンディーサロン
夏祭りでの盆踊り男性リーダー養成しようという試み。練習の合間にお茶会（100円）や
ランチ会（400円）を実施、　今年はマージャン会立上げ予定。
【活動の仕組み・考え方】～高齢福祉連合会代表 村上氏からの説明
１．村上氏自身、民生委員として１２年活動された経験者（現在８０歳）
２．かつて住民を巻き込んでのボランティアを立ち上げようとしたが大失敗した経験がある。
３．自分で進んでボランティアや福祉のことをやろうとする人はいないと思った方がよい。

特に男性に関しては皆無であること。
４．このように若葉台の取組みが成功し、男性のボランティアが半数も居り、１つの事業だけで

なく、１年の短い時間で多くの事業（１５事業）を取り組むことができたのは、秘訣がある。
５．まず急激に高齢化が進んでいる事実があるということ。本来は取組みが遅かったという認識。

ボランティアの年齢は７０歳代が中心。これで８０歳代、９０歳代の人のことを考え、実践。

やるとするなら、いつやるか今でしょ！という考え。どこの自治会でも同じではないか。
６．成功の背景には他にはない手法で実施したから。
①福祉の勉強をした。まず介護保険料について、各個人は結構高額の保険料を支払っている。

しかし実際は、税金がその倍以上かかっていて、国が半分、さらに県や市がそれと同じくらい

負担している状態で個人負担は1/4程度に過ぎない。

今後、ますます高齢者が増えれば国の負担が増える一方になるので、国は施設を作ることに
制限を設けてきた。今後はデイサービスや老健等も制限されるだろう。

つまり、今後は在宅福祉に移行するということに国は方針転換した。
②在宅福祉に移行しても、それとても今以上に使い難くなるだろうと思われる。せっかく高い

ローンを支払って家を建てても、育てた子どもたちは東京、大阪、名古屋でマンション暮らし。

親孝行という言葉は死語となり、むしろ送金するような有様ではないか。

そんな状況で介護やなんやと子ども世帯に頼めるわけがない。　老老介護が急増する。
③しかし老老介護は厳しい。せめて地域の中ででも支えあっていこう。このような現実を見つめ

切羽詰まるかどうか。このような現実に目を逸らし、フラダンスやら碁などの趣味的な活動に

限定し、ボランティア活動に対し反対を述べる者もいる。
④本当に真剣に考える時期なのだ。このままでは誰も支援を得られず老老介護することになる。
夫婦のどちらかが具合が悪くなれば、そのとき自分が介護する立場になる。
⑤活動の仕組みを築く上で、重要なのは住民の合意を得るということと、次に述べる２つの原則です。
原則１：対等の原則：みんな平等であること。やろうと思う人がやる。
俺の方が上、年齢が上、立場として上、こういう考えは無しにしましょうということ。
垣根を壊して、対等であるということ。男性は特にこの意識が強い。
でも無しにすることで非常に関わりが楽になる。簡単なところでは、挨拶はあちらから、こちらからなんてことも考える必要もない。
原則２：任意参加の原則：ボランティアをやろうという人は基本的にいないという考え。
できる時にできることだけやればよい。月に１回２～３時間程度のボランティアと
いうのなら、そんなに負担ではないというような考え。
⑥このような大原則の他には、例えば何かを企画するについては、大根を出させる、それを
売る、アッシー君事業のガソリン代にするという考えを誰が発想すれば、連合会に相談。
いちいちやり方とかを決めたり、許可をするという手続きはとらない。必要ならばお金を
出す程度の関わりをして、事業を実施していく。ならば２～３名程度の有志が集まれば事業が
できてしまう。我々は行政の事務とは違って、完璧を求められているわけではない。
むしろ拙速であることが大事だし、そして気楽にやるということ。しかし住民にとってみれば、
困った時には助けがあるという安心感につながっている。たとえ老老介護になる状況になっても
地域で生きていけるという安心感がうまれている。このような仕組み作りが大事だと考える。
【地域防災について】～若葉台自治会事務局長＆防災委員長　臼井氏より説明

　　　昨年の10月に自治会の中に防災委員会を立ち上げ、県の「地域いきいきサポート事業」の
支援を受け、次に述べる活動を展開中。
防災委員会は、防災委員４名+アドバイザー５名　で構成。
1 若葉台が抱える防災活動の課題

1． 自主防災組織が脆弱　２．高齢化による防災の担い手不足　３．地形上の問題からの防災の
多様性　４．地域住民の防災意識の温度差　５．災害弱者への対策の遅れなどの課題がある。
2 スローガン「みんなで命を守ろう」のもと、従来からある「自主防災会」を機能化するために

活動のテーマを１４ 作ることができた。以下にその主な活動を3つ紹介致します。
　　まず、住民耐震性診断と家具転倒防止対策アンケートの全住民対象実施。
結果、要耐震診断50％　家具転倒防止未実施52％と判明し防災活動の貴重なデータとなった。
3 次に、地域いきいきサポート事業の活用

防災講演会を開催（阪神・淡路大震災の語り部、防災運動会実施法、などなど）、延べ３７０名
が参加。これにより防災意識の向上につながった。
防災対策の先進地である岐阜市本荘を視察などした。
4 ３つ目として、全員参加型＆体験型の防災訓練を従来と違った形で実施。
まず全員参加型は災害があったとして、若葉台７０組の組長宅の前で住民が集合し、安否確認
の読み上げをするという試み。
その後体験型の訓練を実施、これは組長以上の役員が参加。木造建物の倒壊があったとして
チェンソーの利用訓練や避難所での段ボールを使った住空間確保の方法、非常用トイレの組み
立て訓練、炊き出し（カレーライス）、タンカー組み立て、防災倉庫備蓄確認などを実施。
⑤　このような訓練を実施することで見えてきた課題として
　１．「ひとを動かす」「ひとに伝える」難しさを知る。　２．啓蒙・啓発の重要性の認識　
３．住民目線になっているかの確認　４．独りよがりになっていないか　
５．活動が持続可能なものか
⑥今後は防災ﾆｭｰｽ発行、ホームページ開設を行い、住民への更なる広報につとめていく。
⑦避難者・救急カードの作成について
氏名、生年月日、血液型、配慮事項などを記載したカードを作成、全員配布する。
各家庭の家族分を作成。首掛けケースにて、家庭内の分かりやすいところに保管。
緊急時、避難時にそれを活用するというもの。

⑧防災活動の心構えとして：いままで講習会で得られた心に残る言葉を３つ
１．「正しく恐れよ」　２．「焦らずゆっくり　今できることから始めよ」　３．「近所力を高めよう」
【質疑応答】
1． 若葉台には名鉄バスなどの路線バスは走っていないか？
（応答）名鉄バスではないが、さつきバスが走っているが団地内を一つのルートで停留所も
２か所しかない。時間帯も朝２、夕２の４本のみ。生活の足としては十分ではない。
2.・八木山に住んで３０年以上経過するが、現役を退いた後は、民間バスでもできたらよいと
昔から考えてきた。しかし自分が動くことでせっかくある今の路線が縮小したりすれば却っ
て迷惑を掛けてしまう。もっと岐阜バスなどを活用できたらいいなと考えているが？
　（応答）若葉台のアッシー君事業は団地内を２つのルートで回るが路線バスと違ってきめ細かい
停留所を置いているがタクシー方式ではない。団地内は坂が多く、歩くのが大変。
このサービス実施にあたっては、有償では運行ができない。陸運局の許可がでない。
また社会福祉協議会が運行する福祉車両を活用する移動手段は、要介護状態高齢者の
移動がメインであって、日常生活の不便さを解消する移動のためでは対象にならない。
３．乗る方の事故についての対応についてはどのような対策を講じているのか？
（応答）ボランティア保険を活用している。乗車に関しては登録制にしている。介助を受けなく
ては乗れない人に関しては、福祉車両の活用をお願いしている。利用者には保険の範囲で
しか保証はできないこと、それについて納得できる人だけが利用できるように無料パスを
渡している。現状ではステップを用意するとか、添乗員を一人載せるとかの対策をして
いる。怖い仕事をしているという認識があるが、これに携わるボランティアは辞める人が
いない。「あんたはやさしい。ありがとう。」と感謝される機会が多く、やりがいがある
ボランティアだからだと思う。
４．ボランティアをする男性が沢山いるが、なぜこのような体制が築けたか突っ込んだ働きかけが
あったのか。その辺りの話を聞かせてほしい。
（応答）１０年前にボランティア組織を作ろうとしたとき、会社で偉かった人に頼みに行ったが
９５％断られた。自力で集めた人は、子どもが小学校の時一緒だったから、手伝いま
しょうとかいう人の繋がりだったのです。
しかし男の人はつながりが薄く、１本釣りでは難しい。しかし各種団体、グループには
所属していたりする。この団体から話をしてもらうことで確保してきている。
従来ある活動グループを母体に連合会でボランティアをお願いするといった取組み。
そしてそこには垣根を壊しての平等性の原則があって、活動につながっている。
５．４月２８日付けの中日新聞の記事で若葉台の取組みを知り、是非活動を八木山で紹介したいと
考え、今日実現できたことを非常に喜んでいる。
緊急カードについて、もう少し教えてほしい。
このような情報は個人情報が沢山で、市がやっている災害時要援護台帳登録者をいかに支えていくか、活動に努力しているところだが、個人情報ということで賛同を得られないなど難しい面がある。
どのようにクリアにしてきたか？
（応答）まず、救急カードは家庭内での保管ということになっている。災害時などの非常時には
自治会が預かり、適正利用することで理解を得ている。しかし書き入れる内容について
はそれぞれの個人の裁量によるところである。利用するのは非常時、災害時であって、
これがないと救えるものも救えない。このような考えの下、根気よく、災害・防災に
ついての取組みについて理解を得ていく。
あかちゃんから高齢者まで、全員分を家に置いておいてもらい、災害時はこれをもって
避難してきてもらう。この人にはこんな病気がある、ここの病院に通っているとかの
情報をこれで知ることができる。避難所での生活を念頭に入れての救急カードですから、住民の皆さんにそのような活用方法であることで理解してもらいすすめていっている。
６．若葉台自治会と高齢福祉連合会との立場について教えてください。
（応答）自治会の役員は八木山の方々も回り番ではないかと思う。若葉台も回り番だ。
役員が変わるたびに考え方が変わり、今年は高齢者中心だったのが、次は子ども中心に
となっては活動の統一性がなくなる。福祉の問題は難しいという認識で、個人と個人の
問題となることもある。慣れた人で一貫した取組みにしていきたい。そのため自治会が
連合会を作って、連合会に福祉部門について業務委託契約を締結するというやり方。
自治会は高齢福祉連合会に仕事を丸投げする。そして年に何十万かを支払、連合会は
そのお金と不足分については、補助金や自己負担分などで調達して運営するという
仕組みだ。また自治会長＝連合会の副会長としての当て職になるように規約がなって
いる。事務局長も同じ。このことで自治会との方向性がぶれないようにもなっている。
７．やりたい人がいるうちはいいが、やりたくないという場合はどうなるか？
（応答）やりたくなくなったら終わりだ。そうならないように老老介護は大変であるとかの
広報をしていく。
ただし介護問題をどうしようかとかの大テーマに挑もうとしているのではない。
仲間作りであったり、自分の周りに助けてもらえる人を増やしていく。
こころやすい人を作っていく。それには自分が努力することも大切なこと。
ご近所と仲良くする。落ち葉がどうのこうのと揉めて仲が悪いなんていうことは年齢を
重ねた後は言ってはおられない。また車を購入したときも、１０年後に廃車となったら
どうするの？という声もあった。
なんで１０年先のことを今から考える必要があるの。大切なのは今年であり、１年先です。
今が大事ということです。
　 　　　　現役時代、社会の役に立とうと仕事をしてきたはず。辞めた後もその社会に貢献しよう
とする使命感はある。世のため、人のために仕事をする気持ちがあるはずだから、心配
することはないと思う。
８．地域支えあいセンターについて教えてください。日常の運営、管理の方法について。
（応答）自治会の事務局もあるが、ここは団地のはずれにあり活用しにくい。
よって団地の入口付近にセンターを設けている。平日の午前中に開けており、ボランテアが交代で詰めていて、これで十分対応できている。
電話、電気代、固定資産税などは自治会の負担となっています。

以上
今回の参加者数：９０名（松・つつじ）　+　若葉台５名　+県職員１名

要約筆記担当　：かがみの会　４人
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